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･
　7 月 19 日～ 21 日にわたって、夏季セミナー 2016「言語・文学・社会―国際日本研究の試み」
が開催された。またこれにあわせて、国内外の大学院生の研究発表会とスタディ・ツアーを
あわせたサマースクールも開催された。









は 43 名の大学院生が参加。日本国内の大学院生 3 大学計 28 名のほか開南大学からの 1 名及
び、招へい講師と共に海外大学から来日した大学院生ら 5 カ国・地域 8 大学計 14 名（うち、







ル修了証」が授与された。参加者数は 3 日間のべで 640 名を超えた。
　さらにサマースクールにあわせて、7 月 16 日、17 日、22 日に、海外から参加した院生
を対象としたスタディ・ツアーも開催され、江戸東京博物館と府中の大國魂神社、江戸東京
たてもの園を見学し史跡に触れる機会となった。
　サマースクール終了後の 7 月 20 日には、円形食堂において、院生懇親会が、岩崎稔副学
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発表概要　１
日本語母語話者の誤用からみた「の」と対応する英語の前置詞












日本語母語話者による of の誤用が顕著である。そこで、of とそれに対応すると思われがち
な「の」を対照することによって of の誤用要因を探究する。
　of の誤用は前置詞 fromと for と深く関係していると思われる。「名詞 ₁+前置詞 +名詞 ₂」




ち）を比較的考慮しない傾向が観察される。前置詞 for と from はそれぞれ名詞の telic･role
と agentive･role に含まれる情報に焦点を当てる機能を持つ。したがって、名詞の捉え方の





　「名詞 ₁+の +名詞 ₂」において名詞の目的・機能や成り立ちがその語彙的意味でのみ表現









The Intransitive-Transitive Usage of 4-character Sino-Japanese Compound Verbs


































A Study on Aspectual Compound Verb ‘-DASU’ (Out) 
from comparative viewpoints with Chinese
範航宇 (HangYu FAN)
東京外国語大学大学院博士前期課程



















A Research on Transitive Sentences with Inanimate Subjects
車魯明（LuMing CHE）
東京外国語大学大学院博士後期課程
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発表概要　５
形容詞の種類と連体修飾について
A Research on Adjectives in Adnominal Clauses
張舒鵬（ShuPeng ZHANG）
東京外国語大学院博士後期課程































How to Use Machine Translation System Efficiently
秦圭子 (Keiko HATA)
東京外国語大学大学院博士前期課程
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The study on intransitive-transitive verbs in Modern Japanese
― With the focus placed on native Japanese words ―
南紅花（HongHua NAN）
東京外国語大学大学院博士後期課程






























A study on the differences between -temorau sentence and causative sentence
―Focusing on -temorau sentence―
呉丹（Dan WU）
東京外国語大学大学院博士後期課程
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発表概要　４
文末におけるダロウの使用場面



































Comparative Analysis on Inanimate Subject Passives in Chinese and Japanese
―Based on Errors from Learners’ Corpora―
路敏敏（MinMin LU）
東京外国語大学大学院博士後期課程
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発表概要　６
日越双方向逐次・同時通訳における明示化方略
Explicitation Strategies in Japanese Vietnamese Bi-directional 
Consecutive Interpretation and Simultaneous Interpretation
チャンティミー（Thi My TRAN）
東京外国語大学大学院博士後期課程




































A Study on Narrative Structure of Tanizaki Junichiro’s Literature
― Focused on “Shisei” “Manji” “Kagi”―
金妸怜 (Ahryeong KIM)
韓国外国語大学大学院修士修了



























”Underwater city” and ”Inter Ice Age 4” Comparison of
the ‘revolution’ in the two works
金容暋（Yongmin Kim）
東京外国語大学大学院博士後期課程
Tokyo University of Foreign Studies
【キーワード】　安部公房、水中都市、第四間氷期、予言、思想の変化
Kobo･Abe,･ “Underwater･city”,･ “Inter･ Ice･Age･4”,･Prophecy･a･Change･of･
thought














あると考えている。「新日本文学」の常任幹事としてつとめていた。そして 1956 年 4 月 22
日から 29 日まで開催されたチェコスロバキアで作家大会に「新日本文学会」と「国民文化
会議」の代表として出席することになった。しかし大会の開催には遅れてしまい、二日間だ
け参加し、4月 24 日から 6月 24 日までの間、東ヨーロッパを旅行する。そこで安部は内か
らの視線だけではなく外からの視線を持つことが可能になり当時日本共産党が持っている問
題点を直視することが可能になったのではないかと考えている。






































Dionysius in the Mishima Literature of the twenties




































　短編小説「同行者」は、1938 年 6 月『満洲行政』に発表され、後に『満洲浪曼』創刊号（1938
年 10 月）再録されるなど、当時「満洲」の日本語文壇では注目を集めた今村栄治の代表作
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Comparative Study of Japanese Shinto and Chinese Ideology
―Expounding the Ideology of the Emperor of 
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発表概要　２
関一の都市社会政策思想論
The urban social policy of Hajime Seki
梁昕怡（XinYi LIANG）
東京外国語大学大学院博士前期課程






























The thought of the electric “nationalization” in the prewar and wartime Japan
Focused on the discourse of Masuda Jiro
内川隆文 (Takafumi UCHIKAWA)
東京外国語大学博士後期課程
Tokyo University of Foreign Studies


























The Description and Recognition of Japanese as the Historical 
Foreign Residents in Northeast China in Yan Geling’s Novel Duo He Aunt  
邱敬雯 (JingWen QIU)
東京外国語大学大学院博士前期課程


























In the work of Huang Chunming, experience of 
Japan reign leading to memory and language
木下佳奈 (Kana KINOSHITA)
東京外国語大学大学院博士前期課程
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A study of “Implicit representation “ in the request expression
崔幽美（Yumi CHOI）
韓国外国語大学大学院博士後期課程

































Membership Categorizations in First Encounter Conversations 
―Focused on ‘Japanese/Chinese’ and
 ‘Native Speakers/Non-Native Speakers’ Categories―
嶋原耕一 (Koichi SHIMAHARA)
東京外国語大学大学院博士後期課程・日本学術振興会特別研究員























Image Schema of Implicit Negation
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発表概要　４
敬語表現とその学習に関する日本語学習者の意識調査
Research on Awareness of “Keigo ” 
































A contrastive study on the use of the address terms for 
kinship in Uzbek and Japanese
ハルナザロフ・マムルジョン（Maamoorjon HALNAZAROV）
東京外国語大学大学院博士後期課程
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Cognitive semantic extension mechanism and direction 
of Japanese body-lexicon “atama”
楊玲（Ling YANG）
北京外国語大学日本学研究センター博士後期課程
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発表概要　２
韓・日両国の新語の造語法に関する一考察
A Study on Word-Formation Patterns in 
Neologism of Korean and Japanese
林希晋（Heejin LIM）
韓国外国語大学大学院修士修了





























A Study on Derivational Relationship of Transitive
and Intransitive Verbs in Modern Japanese
丁文博（WenBo DING）
北京外国語大学北京日本学研究センター博士後期課程





古くから指摘されてきているが ( 佐久間 1936 など )、音声形態における自動詞と他動詞が対
応するとみなされる認定の基準は如何になされるべきかについて多くの学者に注目されてき








　自動詞と他動詞の対応する例語を 337 対 ( これらの用語は主に島田 (1979：617-640) に挙げ





　有対動詞の音声類型の中で、最も例語の多い ( 動詞総数 337 対の中の 78 対、全体例の











Acquisition and maintenance of Noda and Final Particle Sentences in Japanese:
Applying Krashen’s Input Hypothesis
梁乃允（Naeyun YANG）
韓国・中央大学校大学院博士後期課程






　本研究では、韓国語母語話者 4名の日本語によるフォーマルな談話資料（2001 年 -2002 年、
それぞれ 3回の継続調査による全 12 談話）を材料として用いて、文末のノダ形式と終助詞
の習得の様相を分析した。その後、学習者 4名のうちHT氏に焦点を絞り、上記期間の談話






















A Practical Study of Learning Kanji Characters 
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The misogyny in Mishima Literature
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発表概要　２
漱石の作品における女性像の展開と「死」
The Changing Feminine Figure in Soseki’s Works and the Meaning of Death 
ボルジェルディ・ファテメ（Fatemeh Borujerdi） 
東京外国語大学博士前期課程 
































Research on “Underground” and “All God’s Children Can Dance”
　　　
ディアン　アンニサ　ヌル　リダ（Dian Annisa Nur Ridha）
東京外国語大学大学院博士前期課程
Tokyo University of Foreign Studies
【キーワード】　コミットメント、阪神淡路大震災、東京地下鉄サリン事件、社会性、暴力
Commitment,･ the･Great･Hanshin･Earthquake,･Tokyo･ Subway･ Sarin･
Attack,･Social,･Violence
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発表概要　４
日本の「和歌」と朝鮮の「時調 ( シジョ )」における
「恋歌」の対比研究
Comparative Studies of Waka and Korean poetry Sijo focused on Love poems
曺喜眞（Heejin CHO）
東京外国語大学大学院博士後期課程
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Research of the change of visual verisimilitude in animation
—Comparison between “Astro Boy” and “Ghost in the Shell” —
吉岡祥平 (Shohei YOSHIOKA)
東京外国語大学大学院博士前期課程
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発表概要　２
二・五次元舞台男性俳優のアイドル性
Idolized Male Actors of 2.5-Dimensional Theatre
陸子惠　（ZiHui LU）
シンガポール国立大学日本研究博士後期課程
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発表概要　４
山谷からの地域史からオリンピックを見る
An approach to the Tokyo Olympic Games 
through the local history of Sanya district
小美濃彰 (Akira OMINO)
東京外国語大学大学院博士前期課程
















目を移すと 2020 年東京五輪 ( 予定 ) が一つの鍵として浮かんでくる。
　他方、前回の東京五輪が開催された 60 年代は、寄せ場労働者を中心とする山谷暴動や行
政による山谷対策 ( マンモス交番 (1960 年 ) や城北福祉センター (1965 年 ) の登場など ) が動
きを強めた時代であるが、そうした流れの中で 64 年東京五輪が山谷とどう関わりあってい
たのかの記述は管見のかぎり、わずかである。しかし、「オリンピック開催時における山谷








“Kumi” and “Cho” in Tokyo of The Beginning of Meiji Era from 
The Viewpoint of The Relief of The Poor
林恭平（Kyohei HAYASHI）
東京外国語大学博士前期課程
Tokyo University of Foreign Studies
【キーワード】　都市、貧民救済、明治初期、江戸 - 東京、都市社会集団
City,･The･Relief･of･The･poor,･The･Beginning･of･Meiji･Era,･Edo-Tokyo,
Social･Group
　近代都市の形成過程についての研究は盛んに行われているものの、明治初期を、更には近
世都市からの過程を踏まえて分析されたものは非常に少ない。本発表はその空白を埋める一
端となるものである。対象とした地域は芝新網町を中心とした地域で、取り上げた史料は「芝
会社窮民取扱綴込」である。芝新網町は明治中期のルポルタージュなどから「貧民窟」とし
て描かれることが多いが、その地域がもともと持っていた構造に迫ったものは皆無であるた
め、貧民窟研究にも重要な示唆を与えられると考える。
　吉田伸之氏の先行研究から近世都市の基礎的単位である個別町と、町会所などの救貧体制
を踏まえた上で、明治二年から行われた芝会社の貧民救済について分析した。その結果、明
らかになったことは、明治初期の東京においても近世以来の枠組みはまだ生きているという
こと、だがそれと同時に、町会所をはじめとする救貧体制が限界を迎えていたことも事実で
ある、ということであった。芝会社は複数の町にまたがった「組」で「無利足貸渡」を行う
システムであったが、それは返済も含めて町年寄を介して行われた。更には金を借りた者の
世話も町年寄が担当し、町の枠組みにそって行われていることがここからわかる。もうひと
つわかることは、芝新網町という地域の性格である。出資者の名簿には、新網町の者は記載
されておらず、いかに裏店、其日稼の者が多かったかがうかがえる。同じ番組に属していて
も貧富の差は激しく、裕福な町が貧しい町のために事業を行うという構図であろう。
　最後に、芝会社の工作場について言及する。芝会社の取り組みとして、芝新網町内部に「窮
民共紙漉水引炭団等製方場所」があった。「無利足頭貸渡」で救済できないものに、日用働
の生業を斡旋して、生活を維持させる目的があった。元々海沿いの土地を埋め立てた芝新網
町では、多くの日用層が存在していたと考えられ、その救済が大きな目的のひとつであった
のである。
